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要
旨本
論
は
璉
寺
総
合
学
術
調
査
の
二
〇
〇
九
年
度
の
概
要
報
告
で
あ
る
。
昨
年
度
ま
で
の
概
要
報
告
は
『
論
集
』
第
45号
、
46号
に
掲
載
し
た
。
長
谷
川
は
古
文
書
整
理
作
業
の
進
捗
状
況
を
報
告
し
て
い
る
。
璉
寺
は
江
戸
時
代
中
期
に
本
堂
が
再
建
さ
れ
て
い
る
。
長
谷
川
は
璉
寺
文
書
か
ら
璉
寺
再
興
の
史
料
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
江
戸
時
代
中
期
の
璉
寺
の
本
堂
と
境
内
図
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
史
料
も
合
わ
せ
て
紹
介
し
て
い
る
。
佐
久
間
は
発
掘
調
査
の
概
要
報
告
で
あ
る
。
本
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
第
４
区
の
調
査
を
継
続
し
た
。
昨
年
度
は
、
地
面
か
ら
近
現
代
の
地
層
を
掘
り
下
げ
、
調
査
区
東
側
で
南
北
に
並
ぶ
石
列
を
発
見
し
た
。
本
年
度
は
さ
ら
に
掘
り
下
げ
を
続
け
た
結
果
、
こ
の
石
列
が
石
垣
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
石
垣
の
上
面
に
は
瓦
や
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
お
り
、
基
壇
状
に
な
っ
て
い
た
。
石
垣
の
最
初
の
築
造
時
期
は
江
戸
時
代
と
推
定
し
て
い
る
。
ま
た
遺
構
面
が
二
面
確
認
さ
れ
た
。
第
一
遺
構
面
は
石
垣
が
造
ら
れ
た
地
面
で
、
江
戸
時
代
か
ら
近
代
の
地
面
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
〇
㎝
ほ
ど
下
に
第
二
遺
構
面
が
あ
る
。
こ
れ
は
検
出
途
中
で
あ
る
。
こ
の
面
に
は
中
世
と
お
も
わ
れ
る
遺
構
が
あ
り
、
第
４
区
の
調
査
は
来
年
度
も
引
き
続
き
実
施
す
る
。
は
じ
め
に
奈
良
市
西
紀
寺
町
四
五
に
あ
る
璉
寺
の
総
合
学
術
調
査
は
二
〇
〇
九
年
度
で
五
年
目
で
あ
る
。
璉
寺
の
歴
史
は
『
璉
寺
縁
起
』
の
一
部
が
翻
刻
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
奈
良
時
代
に
行
基
が
創
建
し
、
平
安
時
代
に
紀
有
常
が
再
興
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
本
尊
の
裸
形
阿
弥
陀
仏
像
は
平
安
時
代
に
一
条
天
皇
の
中
宮
上
東
門
院
の
願
い
に
よ
っ
て
恵
心
僧
都
（
源
信
）
が
製
作
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
璉

寺
に
は
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
室
町
時
代
と
推
定
さ
れ
る
縁
起
と
江
戸
時
代
制
作
の
縁
起
の
二
種
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
発
掘
調
査
で
は
、
出
土
瓦
か
ら
奈
良
時
代
の
創
建
で
あ
る
こ
と
は
確
実
だ
が
、
行
基
の
活
躍
し
た
八
世
紀
前
半
の
創
建
か
ど
う
か
は
未
だ
検
討
中
で
あ
る
。
総
合
調
査
の
目
的
は
こ
う
し
た
璉
寺
の
実
際
の
歴
史
を
知
る
た
め
に
古
文
書
調
査
・
発
掘
調
査
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
。
総
合
調
査
は
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
学
芸
学
部
日
本
文
化
史
学
科
と
大
阪
樟
蔭
女
子
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
論
集
第
47号
（
二
〇
一
〇
）
璉
寺
（
紀
寺
）
総
合
学
術
調
査
３
佐
久
間
貴
士
長
谷
川
伸
三
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大
学
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
の
共
同
事
業
で
実
施
し
て
い
る
。
日
本
文
化
史
学
科
で
は
、
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
授
業
と
し
て
取
り
入
れ
て
き
た
。
残
念
な
が
ら
日
本
文
化
史
学
科
は
本
年
度
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
。
そ
れ
に
か
え
て
本
年
度
か
ら
国
文
学
科
歴
史
文
化
専
攻
の
三
回
生
を
対
象
に
「
地
域
歴
史
文
化
総
合
研
究
Ｂ
」
の
科
目
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
調
査
自
体
は
履
修
し
て
い
な
い
学
生
も
学
年
と
か
か
わ
り
な
く
毎
年
多
数
参
加
し
て
行
っ
て
き
た
。
調
査
指
導
は
本
学
の
教
員
が
当
た
り
、
調
査
は
本
学
学
生
と
卒
業
生
、
神
戸
大
学
考
古
学
研
究
会
・
璉
寺
友
の
会
や
地
元
住
民
の
協
力
を
え
て
実
施
し
て
い
る
。
一
調
査
の
経
緯
と
調
査
体
制
（
１
）
調
査
の
経
過
古
文
書
調
査
は
「
下
間
家
文
書
」
と
「
璉
寺
文
書
」
に
分
け
て
調
書
を
作
成
し
て
い
る
。
璉
寺
は
法
相
宗
・
浄
土
宗
・
天
台
宗
と
変
遷
し
、
昭
和
一
九
年
に
住
職
と
し
て
下
間
玄
恵
が
入
り
、
浄
土
真
宗
と
な
っ
た
。
下
間
家
は
親
鸞
上
人
に
仕
え
、
戦
国
時
代
に
は
教
団
の
指
導
的
な
武
将
と
し
て
活
躍
し
た
。
伝
来
の
系
図
を
見
る
と
本
願
寺
教
団
が
戦
っ
た
日
本
各
地
で
一
族
が
討
死
や
自
害
を
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
本
願
寺
の
有
力
な
坊
官
を
多
数
輩
出
し
た
。
玄
恵
家
は
そ
の
内
の
宮
内
卿
家
と
呼
ば
れ
た
家
系
で
、
西
本
願
寺
に
仕
え
た
。
そ
の
た
め
璉
寺
に
は
江
戸
時
代
天
台
宗
で
あ
っ
た
時
期
の
璉
寺
の
古
文
書
と
下
間
家
に
伝
来
し
た
古
文
書
と
が
残
さ
れ
て
い
る
。
古
文
書
調
査
は
「
下
間
家
文
書
」
か
ら
開
始
し
、
現
在
は
「
下
間
家
文
書
」
と
「
璉
寺
文
書
」
の
調
書
作
成
を
行
っ
て
い
る
。
－ 223（10）－
図1 璉寺発掘調査区位置図（縮尺1/2500,上が北）
発
掘
調
査
は
二
〇
〇
五
年
度
に
第
１
区
（
４
㎡
）、
第
２
区
（
３
㎡
）、
二
〇
〇
六
・
二
〇
〇
七
年
度
に
第
３
区
（
15㎡
）
を
調
査
し
、
二
〇
〇
八
年
度
は
第
４
区
（
14㎡
）
を
調
査
中
で
あ
る
（
図
１
）
。
調
査
区
の
大
半
は
近
現
代
の
盛
土
や
ご
み
穴
で
あ
っ
た
が
、
第
３
区
で
室
町
時
代
の
遺
物
包
含
層
（
或
い
は
溝
）
を
確
認
し
、
第
４
区
で
江
戸
時
代
或
い
は
近
代
の
石
列
を
確
認
し
た
。
こ
の
石
列
は
本
年
度
の
調
査
で
石
垣
と
確
認
さ
れ
た
。
二
〇
〇
九
年
度
は
引
き
続
き
第
４
区
を
調
査
し
た
。
前
述
の
石
垣
（
江
戸
時
代
築
造
と
推
定
）
を
確
認
す
る
と
と
も
に
近
代
か
ら
江
戸
時
代
の
遺
構
面
と
土
壙
四
基
を
検
出
し
た
。
こ
の
遺
構
面
の
下
に
も
う
一
面
遺
構
面
が
あ
る
が
、
本
年
度
の
調
査
は
こ
こ
で
終
了
し
た
。
遺
物
量
は
コ
ン
テ
ナ
で
第
１
区
一
箱
、
第
２
区
二
箱
、
第
３
区
二
五
箱
、
第
４
区
（
調
査
中
）
は
五
三
箱
で
あ
る
。
遺
物
の
種
類
は
古
墳
時
代
の
須
恵
器
と
奈
良
時
代
か
ら
近
代
ま
で
の
瓦
・
土
器
・
陶
磁
器
な
ど
で
あ
る
。
瓦
は
奈
良
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
す
べ
て
の
時
代
の
も
の
が
出
土
し
て
お
り
、
璉
寺
が
奈
良
時
代
の
創
建
以
来
連
綿
と
維
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
（
２
）
調
査
体
制
調
査
組
織
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
璉
寺
（
紀
寺
）
総
合
学
術
調
査
団
代
表
佐
久
間
貴
士
教
授
考
古
学
調
査
指
導
堀
裕
准
教
授
古
代
史
長
谷
川
伸
三
元
本
学
教
授
非
常
勤
講
師
近
世
史
中
村
直
人
非
常
勤
講
師
中
世
史
広
松
良
雄
橿
原
考
古
学
研
究
所
考
古
学
調
査
参
加
者
本
学
（
二
回
生
）
牛
尾
春
江
・
千
葉
有
咲
美
・
中
川
千
亜
紀
浜
本
聡
美
（
三
回
生
）
池
谷
静
佳
・
池
田
真
理
子
・
磯
崎
梨
紗
上
田
彩
加
・
加
藤
奈
都
美
・
小
山
真
美
竹
中
舞
香
・
瀧
山
啓
子
・
鳥
居
は
づ
き
西
奥
明
香
・
畑
友
加
里
・
丸
太
弥
生
山
原
摩
子
・
李
玉
麗
（
卒
業
生
）
川
端
夕
貴
・
小
嶋
千
尋
・
浜
本
智
代
日
野
美
香
・
松
田
憲
子
・
山
室
朋
子
吉
田
梓
乃
（
神
戸
大
学
考
古
学
研
究
会
）
猪
狩
明
浩
・
宇
古
誠
近
藤
育
海
・
崎
山
拓
也
・
冨
田
晋
吾
中
村
優
貴
・
西
澤
渉
・
浜
口
雄
太
藤
本
順
平
・
和
田
拓
実
（
璉
寺
友
の
会
・
地
域
住
民
）
下
間
景
甫
住
職
子
安
美
汀
子
・
徳
田
英
・
野
尻
幸
男
牟
田
口
淳
第
４
次
の
調
査
期
間
は
二
〇
〇
九
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
九
月
十
二
日
で
、
八
月
三
十
一
日
は
機
材
の
搬
入
を
行
い
、
実
際
の
調
査
は
九
月
一
日
か
ら
行
っ
た
。
九
月
六
・
十
一
日
は
休
日
と
し
、
十
二
日
に
撤
収
し
た
。
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二
古
文
書
整
理
作
業
の
状
況
璉
寺
所
蔵
の
古
文
書
は
、
「
璉
寺
文
書
」
と
「
下
間
家
文
書
」
に
大
別
で
き
る
が
、
璉
寺
文
書
は
巻
軸
な
ど
別
置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
い
て
、
実
際
に
は
量
的
に
多
い
下
間
家
文
書
に
混
入
し
て
い
る
。
そ
こ
で
古
文
書
の
ほ
ぼ
全
部
を
下
間
家
文
書
の
名
称
の
も
と
で
、
保
存
状
態
を
生
か
し
て
「
下
間
家
一
」
以
下
の
文
書
保
存
箱
に
入
れ
替
え
て
い
る
。
今
後
文
書
目
録
（
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
）
の
作
成
段
階
で
、
璉
寺
文
書
を
抽
出
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
昨
年
度
は
「
下
間
家
五
」
箱
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
今
年
度
は
庫
裏
や
本
堂
に
置
か
れ
て
い
た
文
書
箱
や
櫃
か
ら
文
書
を
入
れ
替
え
て
「
下
間
家
六
」
～
「
下
間
家
八
」
箱
が
増
加
し
た
。
以
下
に
箱
ご
と
の
文
書
点
数
と
調
査
の
進
行
状
況
を
示
し
て
お
く
。
な
お
点
数
は
原
則
と
し
て
文
書
一
点
を
中
性
紙
封
筒
に
い
れ
て
番
号
を
付
け
た
も
の
を
一
点
と
す
る
。
一
括
し
て
保
存
さ
れ
て
い
た
文
書
を
別
の
封
筒
に
入
れ
る
場
合
は
枝
番
号
を
つ
け
、
こ
れ
ら
も
各
一
点
と
し
た
。
下
間
家
一
五
七
点
調
書
作
成
済
み
下
間
家
二
三
二
四
点
調
書
作
成
済
み
下
間
家
三
六
一
点
調
書
作
成
済
み
下
間
家
四
三
六
二
点
調
書
作
成
済
み
（
箱
四
―
一
、
四
―
二
）
下
間
家
五
一
六
三
点
う
ち
一
二
八
点
調
書
作
成
済
み
下
間
家
六
一
〇
三
点
調
書
未
作
成
下
間
家
七
一
〇
九
点
調
書
未
作
成
下
間
家
八
五
点
他
点
数
未
確
定
、
調
書
未
作
成
古
文
書
の
総
点
数
は
一
、
一
八
四
点
余
と
な
り
、
そ
の
う
ち
調
書
作
成
済
み
は
、
今
年
度
二
四
〇
点
を
加
え
、
九
三
二
点
で
あ
る
。
全
点
の
ほ
ぼ
七
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
調
査
を
終
え
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
化
は
本
年
度
は
行
え
ず
、
一
一
〇
点
（
下
間
家
一
の
全
部
と
下
間
家
二
の
一
部
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
「
当
寺
中
興
由
来
記
」
に
つ
い
て
近
世
の
璉
寺
に
つ
い
て
、
前
々
回
の
報
告
「
文
献
に
見
る
近
世
の
璉
寺
」
（
「
璉
寺
（
紀
寺
）
総
合
学
術
調
査
」
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
た
。
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
八
月
徳
川
家
康
よ
り
朱
印
地
二
〇
石
を
与
え
ら
れ
た
。
享
保
年
中
璉
寺
の
住
僧
が
乱
行
し
て
、
寺
産
什
物
を
忍
辱
山
来
迎
寺
（
注
ー
忍
辱
山
（
に
ん
に
く
さ
ん
）
円
成
寺
来
迎
院
、
奈
良
市
忍
辱
山
町
）
に
売
っ
て
真
言
宗
に
改
宗
し
よ
う
と
し
た
が
、
本
寺
誓
願
寺
が
こ
れ
を
止
め
た
。
悪
僧
は
い
っ
た
ん
亡
命
逐
電
し
た
が
、
つ
い
に
京
都
で
禁
獄
の
う
え
追
放
に
な
っ
た
。
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
一
二
月
、
法
相
宗
興
福
寺
（
奈
良
）
と
浄
土
宗
誓
願
寺
（
京
都
）
と
の
間
に
璉
寺
を
め
ぐ
る
本
末
争
論
が
生
じ
、
朱
印
地
を
没
収
さ
れ
た
。
以
後
、
天
台
宗
京
大
仏
養
源
院
を
本
寺
と
し
た
。
享
保
一
四
年
（
一
七
二
九
）
本
堂
を
再
興
し
た
。
今
回
以
上
の
経
過
を
裏
付
け
る
史
料
「
当
寺
中
興
由
来
記
」
を
見
出
し
た
の
で
、
以
下
に
原
文
の
ま
ま
紹
介
す
る
。
（
表
紙
）
「
当
寺
中
興
由
来
記
」
一
当
寺
天
台
宗
ニ
改
、
京
大
仏
養
源
院
末
寺
ニ
成
候
事
ハ
、
享
保
年
中
本
末
之
義
ニ
付
、
興
福
寺
と
誓
願
寺
と
及
争
論
ニ
、
公
儀
江
御
断
申
上
候
所
、
是
非
依
難
分
、
寺
院
被
召
上
、
暫
無
住
ニ
而
有
之
候
、
然
ル
に
養
源
院
大
僧
正
、
享
保
九
辰
年
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二
月
廿
二
日
、
京
町
御
奉
行
河
野
豊
前
守
様
・
本
多
筑
後
守
様
江
別
紙
書
付
之
通
御
願
有
之
候
、
同
年
四
月
廿
一
日
本
多
筑
後
守
様
於
御
役
所
、
右
御
両
人
御
列
座
ニ
而
願
之
通
被
仰
渡
候
、
明
ル
廿
二
日
ニ
右
之
趣
一
行
房
を
以
南
都
御
奉
行
中
坊
美
作
守
様
江
御
届
有
之
、
御
聞
済
之
上
、
養
源
院
役
者
泰
宴
、
同
役
人
小
畑
万
右
衛
門
右
両
人
罷
下
、
同
四
月
廿
八
日
本
尊
并
御
位
牌
等
請
取
ニ
付
、
住
職
之
儀
ハ
則
泰
宴
江
大
僧
正
よ
り
被
仰
付
、
同
閏
四
月
四
日
ニ
致
入
寺
候
、
尤
右
之
趣
先
達
而
日
光
御
門
主
様
江
大
僧
正
御
届
有
之
所
、
御
奉
書
致
到
来
候
、
且
又
御
朱
印
之
義
ハ
御
所
司
代
松
平
伊
賀
守
様
御
預
置
被
成
候
所
、
同
閏
四
月
十
五
日
河
野
豊
前
守
様
於
御
役
所
大
僧
正
江
置
ニ
御
渡
被
成
候
、
爾
来
天
台
宗
ニ
改
、
養
源
院
末
寺
ニ
成
候
、
右
之
段
は
本
寺
日
記
有
之
候
、
肝
要
之
事
の
ミ
記
置
候
、
後
人
曽
大
ニ
考
可
為
後
記
者
也
願
書
之
写
一
南
都
紀
寺
町
璉
寺
事
、
寺
領
被
召
上
無
住
ニ
而
有
之
候
段
承
知
仕
候
、
就
夫
養
源
院
義
大
寺
不
相
応
ニ
末
寺
無
御
座
候
故
、
御
法
事
等
之
節
事
欠
申
候
義
多
御
座
候
、
依
之
右
璉
寺
義
御
願
申
上
、
養
源
院
末
寺
ニ
仕
、
住
職
之
僧
差
遣
申
度
奉
存
候
、
右
願
之
通
何
卒
被
仰
付
被
下
候
様
ニ
奉
願
候
、
已
上
養
源
院
前
大
僧
正
享
保
九
年
辰
二
月
十
二
日
泰
実
印
御
奉
行
所
御
奉
書
之
写
（
略
）
然
処
泰
宴
儀
享
保
九
年
辰
ノ
四
月
よ
り
五
箇
年
之
住
職
ニ
而
、
大
仏
勧
化
所
之
僧
実
円
ニ
住
職
を
譲
リ
京
都
ニ
隠
居
ス
、
同
十
四
年
酉
ノ
年
よ
り
十
七
年
実
円
住
職
し
て
同
勧
化
所
之
弟
子
実
啓
に
住
職
を
譲
、
延
享
二
丑
ノ
年
よ
り
三
十
一
年
之
住
職
、
此
間
に
本
堂
・
庫
裏
共
建
立
致
し
、
寛
保
二
丑
年
よ
り
四
ヶ
年
病
気
ニ
而
本
服
依
難
仕
、
又
勧
化
所
弟
子
ヲ
貰
、
安
永
七
年
戌
之
年
実
弘
住
職
ニ
相
成
候
、
実
啓
は
去
安
永
六
酉
ノ
十
月
十
日
致
遷
化
、
実
弘
住
職
ニ
相
成
と
直
ニ
不
法
乱
行
共
之
我
侭
見
兼
、
実
啓
兄
又
五
郎
と
及
争
論
候
、
此
間
三
ヶ
年
罪
状
分
明
ニ
御
糺
明
之
上
、
安
永
九
子
年
於
京
都
追
放
被
仰
付
候
、
依
之
亦
僧
法
系
断
絶
し
て
亦
無
住
罷
成
候
処
、
丹
州
永
合
寺
弟
子
信
行
坊
養
源
院
ニ
而
住
職
被
仰
付
、
安
永
十
丑
ノ
三
月
五
日
京
都
よ
り
当
寺
へ
入
寺
罷
有
候
、
此
年
三
月
ニ
改
元
あ
り
て
天
明
元
年
丑
ノ
年
也
（
張
り
紙
一
）
「
文
政
五
午
年
十
月
快
融
隠
居
、
弟
子
道
融
江
渡
住
職
、
進
退
願
養
源
院
江
被
差
出
し
候
書
状
等
之
控
」
（
張
り
紙
二
）
「
文
政
五
午
年
十
一
月
迄
四
拾
弐
ヶ
年
之
間
、
住
職
病
身
ニ
付
寺
内
致
隠
居
、
弟
子
道
融
江
後
住
職
、
従
本
寺
許
容
有
之
候
事
」
こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
朱
印
地
没
収
後
無
住
と
な
っ
た
璉
寺
に
養
源
院
が
住
職
泰
宴
を
派
遣
し
て
再
興
し
た
。
享
保
一
四
年
（
一
七
二
九
）
よ
り
実
円
が
一
六
年
間
住
職
を
つ
と
め
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
よ
り
実
啓
が
三
二
年
間
住
職
を
つ
と
め
、
こ
の
間
に
本
堂
・
庫
裏
を
建
立
し
た
。
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
よ
り
実
弘
が
二
年
－ 220（13）－
間
住
職
を
つ
と
め
た
が
、
不
法
乱
行
が
あ
り
、
安
永
九
年
京
都
で
追
放
さ
れ
た
。
一
時
無
住
に
な
っ
た
が
、
安
永
一
〇
年
（
一
七
八
一
）
よ
り
快
融
が
四
一
年
間
住
職
を
つ
と
め
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
弟
子
の
道
融
に
住
職
を
譲
っ
た
。
ま
た
本
堂
・
庫
裏
の
建
立
は
延
享
二
年
以
降
、
住
職
実
啓
の
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
璉
寺
に
は
写
真
１
・
２
に
示
し
た
建
物
の
見
取
り
図
が
あ
る
。
本
堂
・
廊
下
・
入
口
門
・
表
門
は
現
状
と
一
致
し
て
お
り
、
庫
裏
も
後
の
増
築
部
分
を
除
け
ば
、
現
状
と
一
致
す
る
。
米
蔵
は
現
存
し
な
い
。
こ
の
見
取
り
図
は
一
七
五
〇
年
前
後
に
作
成
さ
れ
、
本
堂
・
庫
裏
の
建
立
も
同
じ
頃
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
建
築
史
か
ら
の
調
査
が
期
待
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
堀
裕
氏
は
、
璉
寺
所
蔵
の
『
璉
寺
縁
起
』、『
璉
寺
縁
起
』
写
本
、
と
『
璉
寺
紀
』
（
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
（
寺
誌
叢
書
第
三
）
所
収
）
を
比
較
検
討
し
、
写
本
へ
の
書
込
み
や
『
璉
寺
紀
』
の
奥
書
に
よ
り
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
に
璉
寺
現
住
沙
門
か
ら
古
新
伝
来
の
縁
起
を
勘
考
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
無
名
山
人
が
完
成
し
た
の
が
こ
の
『
璉
寺
紀
』
だ
と
し
て
い
る
（「『
璉
寺
縁
起
』
写
本
と
そ
の
書
込
み
に
つ
い
て
」
「
璉
寺
（
紀
寺
）
総
合
学
術
調
査
２
」
）
。
現
住
沙
門
は
実
啓
で
あ
り
、
住
職
就
任
後
間
も
な
く
縁
起
の
再
編
成
を
志
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
述
の
本
堂
・
庫
裏
の
建
立
を
志
し
た
の
も
同
じ
時
期
で
あ
ろ
う
。
近
世
後
期
に
お
け
る
璉
寺
の
事
蹟
の
解
明
は
、
今
後
を
期
し
た
い
。
三
二
〇
〇
九
年
度
発
掘
調
査
の
概
要
本
年
度
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
第
４
区
の
調
査
を
行
っ
た
。
第
４
区
は
寺
の
敷
地
の
東
側
（
本
堂
の
裏
）
、
第
３
区
の
北
側
に
隣
接
し
て
い
る
。
面
積
は
東
西
二
．
五
ｍ
、
南
北
五
．
七
ｍ
、
約
一
四
㎡
で
あ
る
。
昨
年
度
東
端
で
石
列
が
検
出
さ
れ
た
の
で
、
東
側
を
二
〇
㎝
拡
幅
し
た
。
こ
こ
は
寺
の
本
堂
の
敷
地
か
ら
六
〇
か
ら
七
〇
㎝
高
く
、
新
墓
地
の
予
定
地
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
大
部
分
は
近
代
以
降
の
盛
土
で
あ
る
。（ａ
）
土
層
堆
積
土
は
昭
和
六
〇
年
代
ま
で
の
土
層
を
第
１
層
、
近
代
か
ら
昭
和
六
〇
年
代
ま
で
の
土
層
を
第
２
層
、
江
戸
時
代
の
土
層
を
第
３
層
と
し
た
。
第
１
層
は
厚
さ
約
六
〇
か
ら
七
〇
㎝
、
炭
や
灰
、
ゴ
ミ
が
た
く
さ
ん
混
じ
っ
た
土
と
、
墓
地
造
成
の
時
に
盛
っ
た
山
土
で
あ
る
。
第
２
層
は
、
厚
さ
約
一
〇
㎝
の
上
層
と
、
厚
さ
約
二
五
㎝
の
下
層
と
に
分
か
れ
る
。
下
層
が
石
垣
の
上
と
石
垣
の
前
に
堆
積
し
て
い
る
。
写
真
４
で
黒
く
見
え
る
層
が
第
１
層
。
そ
の
下
が
第
２
層
で
あ
る
。
第
２
層
は
多
量
の
瓦
を
含
ん
で
お
り
、
い
ず
れ
も
調
査
区
東
側
に
あ
っ
た
土
塀
を
崩
し
た
時
に
堆
積
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
土
塀
は
前
節
で
紹
介
し
た
江
戸
時
代
中
期
の
璉
寺
境
内
絵
図
に
描
か
れ
て
い
る
。
住
職
さ
ん
の
お
話
で
は
、
全
体
は
ト
タ
ン
塀
（
現
在
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
）
に
な
っ
て
い
た
が
、
戦
後
し
ば
ら
く
の
間
土
塀
の
一
部
が
残
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
第
３
層
は
暗
灰
色
粘
質
土
で
、
黄
色
土
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
ん
で
い
る
。
西
側
に
は
第
３
層
の
下
に
山
土
の
よ
う
な
固
い
黄
褐
色
砂
質
土
の
盛
土
が
あ
り
、
こ
の
層
の
下
に
中
世
の
土
層
が
あ
る
。
東
半
部
で
は
第
３
層
の
下
が
地
山
で
あ
る
が
、
西
半
部
は
遺
構
が
あ
り
、
地
山
が
ま
だ
確
認
で
き
て
い
な
い
。
（
ｂ
）
遺
構
遺
構
は
第
３
層
の
上
面
で
検
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
第
１
遺
構
面
と
す
る
。
こ
の
面
か
ら
は
石
垣
一
ヶ
所
と
土
壙
四
基
、
土
器
や
瓦
の
廃
棄
場
所
一
ヶ
所
を
検
出
し
－ 219（14）－
た
。
江
戸
時
代
の
も
の
で
あ
る
（
写
真
３
）。
石
垣
１
（
写
真
５
・
６
）
石
の
上
面
は
地
表
下
約
七
〇
㎝
で
あ
る
。
上
部
を
第
２
層
下
層
が
覆
っ
て
い
る
。
石
は
二
〇
㎝
大
の
河
原
石
で
西
側
に
面
を
そ
ろ
え
て
、
南
北
に
並
ん
で
い
る
。
基
礎
に
約
三
〇
㎝
の
や
や
大
き
な
石
を
並
べ
、
そ
の
上
に
二
段
か
ら
三
段
石
を
積
み
上
げ
て
い
る
。
石
垣
上
の
地
面
に
は
瓦
や
小
石
が
密
に
敷
き
つ
め
ら
れ
て
い
た
。
石
垣
は
第
１
遺
構
面
に
の
っ
て
お
り
、
こ
の
面
の
遺
構
は
す
べ
て
江
戸
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
築
造
時
期
を
江
戸
時
代
と
推
定
し
て
い
る
。
ま
た
石
垣
は
近
代
の
第
２
層
下
層
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
近
代
の
あ
る
時
期
ま
で
は
（
戦
前
）、
石
垣
が
見
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
石
垣
の
約
一
ｍ
東
側
が
隣
地
と
の
地
境
で
あ
る
。
こ
の
地
境
は
現
在
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
擁
壁
が
造
ら
れ
て
い
る
が
、
戦
後
は
ト
タ
ン
塀
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
は
土
塀
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
石
垣
は
昨
年
度
の
報
告
（
『
論
集
』
第
四
六
号
）
で
石
列
と
し
た
も
の
で
、
本
年
度
の
報
告
で
訂
正
す
る
。
土
器
・
瓦
の
集
中
廃
棄
場
所
（
写
真
８
）
と
土
壙
に
つ
い
て
は
調
査
途
中
で
あ
り
、
次
年
度
に
報
告
し
た
い
。
（
ｂ
）
遺
物
本
年
度
の
第
４
区
の
遺
物
の
出
土
量
は
コ
ン
テ
ナ
三
四
箱
で
あ
る
。
特
に
第
２
層
下
層
の
石
垣
の
裾
か
ら
集
中
的
に
瓦
が
出
土
し
た
。
そ
の
量
は
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
最
も
多
い
。
大
部
分
は
江
戸
時
代
の
瓦
で
、
小
型
の
軒
平
瓦
を
含
む
こ
と
か
ら
、
土
塀
に
使
用
さ
れ
た
瓦
の
廃
棄
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
奈
良
時
代
か
ら
安
土
桃
山
時
代
の
瓦
も
多
く
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
第
２
層
下
層
か
ら
土
師
器
の
灯
明
皿
が
完
全
な
形
で
出
土
し
た
（
写
真
７
）。
本
年
度
調
査
の
遺
物
は
未
整
理
だ
が
、
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
古
墳
時
代
須
恵
器
奈
良
時
代
瓦
・
須
恵
器
平
安
時
代
瓦
・
黒
色
土
器
鎌
倉
時
代
瓦
・
瓦
器
室
町
時
代
瓦
・
瓦
質
土
器
・
陶
磁
器
江
戸
時
代
瓦
・
土
器
・
陶
磁
器
お
わ
り
に
今
年
は
初
め
て
雨
で
中
断
す
る
日
が
な
く
、
目
い
っ
ぱ
い
調
査
が
で
き
た
。
今
年
は
あ
と
少
し
掘
り
下
げ
た
ら
い
い
の
で
、
余
裕
で
発
掘
調
査
が
終
了
す
る
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
予
想
外
に
遺
物
の
出
土
量
が
多
く
、
石
垣
の
検
出
に
加
え
て
、
江
戸
時
代
か
ら
近
代
遺
構
面
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
中
世
か
江
戸
時
代
の
遺
構
面
が
一
面
あ
る
。
江
戸
時
代
か
ら
近
代
の
遺
構
面
に
は
江
戸
時
代
の
遺
物
の
集
中
場
所
が
一
ヶ
所
、
土
壙
が
四
基
発
見
さ
れ
た
。
な
ん
と
か
掘
り
き
っ
て
埋
め
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
終
盤
に
な
っ
て
地
山
と
思
っ
た
層
が
盛
土
と
分
か
り
、
そ
の
下
に
中
世
の
堆
積
層
が
ま
だ
あ
る
。
こ
れ
で
埋
め
戻
し
を
断
念
。
こ
ん
な
小
規
模
の
発
掘
に
三
年
か
か
る
か
と
思
う
と
忸
怩
た
る
思
い
が
あ
る
が
、
発
掘
調
査
が
初
め
て
か
二
回
目
の
学
生
ば
か
り
な
の
で
、
調
査
の
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
て
も
、
調
査
の
内
容
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に
重
点
を
お
い
た
。
し
か
し
調
査
が
遅
れ
て
お
寺
に
迷
惑
が
か
か
る
の
も
い
け
ま
－ 218（15）－
せ
ん
。
来
年
か
ら
は
機
械
を
導
入
し
て
、
近
現
代
層
は
ユ
ン
ボ
で
掘
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
石
垣
の
発
見
と
遺
存
状
態
の
良
好
な
江
戸
時
代
の
遺
構
面
の
発
見
は
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
中
世
層
の
確
認
も
あ
り
、
中
世
の
璉
寺
の
歴
史
の
一
端
が
つ
か
め
そ
う
で
あ
る
。
最
後
に
い
つ
も
な
が
ら
調
査
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
下
間
景
甫
住
職
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
「
璉
寺
友
の
会
」
の
皆
様
と
地
元
の
方
に
は
調
査
参
加
の
み
な
ら
ず
、
テ
ン
ト
の
設
営
や
食
事
の
調
理
を
す
べ
て
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
元
の
田
辺
実
さ
ん
、
小
林
祥
浩
さ
ん
に
は
飲
み
物
の
差
し
入
れ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
本
学
学
生
と
卒
業
生
、
神
戸
大
学
考
古
学
研
究
会
の
学
生
・
Ｏ
Ｂ
の
方
々
、
よ
く
が
ん
ば
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
（
付
記
）
執
筆
分
担
は
、
は
じ
め
に
・
一
節
・
三
節
・
お
わ
り
に
が
佐
久
間
、
二
節
が
長
谷
川
で
す
。
本
研
究
は
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
平
成
十
八
～
二
〇
（
二
〇
〇
六
～
二
〇
〇
八
）
年
度
特
別
研
究
助
成
費
を
受
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
－ 217（16）－
－ 216（17）－
写真1 近世中期「南都 璉寺境内絵図」（璉寺所蔵）
写真2 近世中期「（璉寺本堂・米蔵・庫裏・表門の図」（璉寺所蔵）
－ 215（18）－
写真3 第4区 第1遺構面（東から）
写真4 第4区 北壁土層
－ 214（19）－
写真5 第4区 石垣1（西から）
写真6 第4区 石垣1（北西から）
－ 213（20）－
写真7 第4区 土師器皿出土状況（第2層）
写真8 第4区 土器・瓦廃棄状況（東から）
